PRP血小板療法
1. PRPとは

多血小板血漿 (PRP=Platelet-Rich Plasma) を皮膚に注入することにより、真皮の繊維芽細胞を活性化し、毛細血管新生やコラーゲンの産生を促し、肌の若返りを図る方法。
血小板は人間の体の中で血を止めたり、壊れた血管や細胞を治したりする働きをしている。そして、血小板の中には成長因子（growth factor）と呼ばれる、体の細胞を活性化して若返らせる成分が多く含まれている。
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皮膚は『表皮』『真皮』『皮下組織』の3層より構成されている。
肌のハリやしわの要因の大部分は『真皮』にある。
『真皮』はほとんどがコラーゲンからできており、そのコラーゲンを作り出す細胞が繊維芽細胞である。
2. 治療方法

採取したご自身の血液を遠心分離機にかけて、血小板だけを取り出し、気になる部位に注入する。
注入後2週間から2ヶ月をかけて徐々に肌の張りが出てきて小ジワが改善し、効果が実感できる。
コラーゲンやヒアルロン酸などに比べ、より自然な効果が期待できる。

3. 特徴
ご自身の血小板なので異物反応が無く安心して受けられる。

ヒアルロン酸では難しかった、ちりめんジワにも効果大。
4. 効果の持続

2年間
(最低4回程度施行)
5. 腫れ・内出血

注入部の腫れは2～3日間位・内出血は１週間程度続く。 
6. 対象部位

目の上 / 目の下 / 目尻 / 眉間 / 額 / ほうれい線（鼻唇溝） / 口角 / 口周り
7. 禁忌

心臓病や脳梗塞で抗凝固剤を服用中の方

肝機能に障害がある方・妊娠中・授乳中の方・ウイルス性疾患・感染症の方
